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第 1回周南市シティプロモーション市民ワークショップ議事要旨 

 

日時 2020年 8月 7日（金） 18 時 30 分～20 時 30分 

場所 周南市役所 本庁舎 多目的室他 

出席者 ワークショップメンバー27名＜市民 14 名、市職員 13名＞ 

事務局 15名＜市職員 9名（うち 4 名はグループファシリテーター）、 

委託業者 6名（委託業者は ZOOMで参加）＞ 

傍聴者 4名 

 

１．事務局からの説明 

事務局 

（職員） 

体調の事前チェックとコロナ対応やワークショップの進め方（自分一人だ

けで話さないこと）、資料の扱い注意（SNS での発信はしないこと）などに

ついて、注意喚起とお願いをする。 

事務局 

(委託業者) 

＜事業の狙い・ロゴマーク・キャッチコピーの方向性についての説明＞ 

⚫ シティプロモーションのロゴ・キャッチコピーの参考となるキーワー

ドを抽出する。 

⚫ 募集テーマは、周南らしさのテーマ決めが重要であり、審査委員会を

作ったり、審査基準、公募要項などを決めていく。 

⚫ 周南の人が周南のことを知る・周南の人が周南のことを愛する活動を

する・市の中と外をつなぐリレーション活動をする、この３つがシテ

ィプロモーションの本質である。 

⚫ 各班に分かれて、募集するデザイン、ＳＮＳを使った広報、プレスリ

リース、記者発表、イベント等、各プロモーション活動を行ってもら

う。 

事務局 

(委託業者) 

<シンボルマークについて＞ 

⚫ シンボルマークとは、ブランドが持っているストーリーを伝えていく

ものである。そのストーリーとは、企業や店舗などの事業内容を始め

として、企業理念や社風・ミッション・歴史など伝えていきたい要素

を簡潔にイメージさせて象徴的に可視化させていくものである。 

⚫ シンボルマークをデザインするときに大切なことは、 

① オリジナリティ：どこにもないデザインでないといけない。 

② インパクト：デザイン見た目に安心感・信頼感がないといけない。 

③ クオリティ：質の高いデザインでなければいけない。 

④ 賞味期限の長さ：飽きがこない。 

⑤ 伝えやすい汎用性：日本人だけではなく外国人にも伝わるような

ユニバーサルデザインの方がよい。プロモーションツールや印刷

物などに展開していくため。 
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⚫ コミュニケーションワードとして、 

① キャッチコピー：企業理念。 

② タグライン：通常ロゴとセットで使われることが多い。スローガ

ン的な言葉。 

③ ステイトメント：丁寧に説明する解説文のようなもの。今何に力

を入れているのかが分かるもの。 

事務局 

(委託業者) 

＜グループワークの説明＞ 

⚫ 皆さんの案を合算して、「ＳＨＵラボ」というチーム名を考えた。周南

の「ＳＨＵ」と周南に人を集めるという「集」、それぞれの単語は、皆

さんから出していただいたものをくっつけている。 

⚫ 100 万人の関係人口創出は、100 万人の周南市を応援してくれる人を

市内外に作っていこうとする点が、ポイントである。 

⚫ 「ＳＨＵラボ」の活動を通じて、今回のシティプロモーションをしっ

かり盛り上げて形にさせたい。 

⚫ ロゴ・キャッチコピーを募集していく上で、大切にしたい周南市らし

さ、プロモーションしていきたい周南の特徴を集めていきたい。 

⚫ 模造紙に、周南の伝えたいこと、いいなと思うことを書き出してほし

い。今回は、感覚とかを大切にしている。 

⚫ 班分けは、 

① ＳＮＳ：今年ＨＰを作り、Facebookグループを作って関係人口を

作っていく。また、インスタグラムなどで拡散方法を考える。 

② イベント：年度内にできるイベントを中心に今後のイベントなど

も含めて考えていく。 

③ 記者発表：仕掛け、企画を考える。 

④ デザイン：ロゴとキャッチコピーを審査していく基準や公募して

いくための募集要項を作成する。 

⑤ 商品開発：シティプロモーションに関わる商品開発(もの、こと)

を行う。 

 

２．グループワーク（各班に分かれ、部屋を移動） 

３．グループワーク班別発表 

メンバー 

( デ ザ イ ン

班) 

 

⚫ ロゴデザインとキャッチフレーズを公募するに当たる上での、テーマ

の出し方について話し合った。 

⚫ 「見つけた」、「実は」というキーワードが出てきた。周南という漢字

にヒントがある。周南の周に囲まれた中に吉、南に幸せが、入ってい

て、隠れた周南市の魅力が漢字にも隠れている。皆さんが知っている

周南の隠れた魅力はどんなものかをキャッチフレーズで、募集しては

どうか。 
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⚫ ターゲットは、市民の方は全員、市外の方は周南の魅力を知っている

人に、応募をかけていきたい。市外の方からの隠れた魅力も知ること

ができる。 

⚫ 隠れたハッピーとラッキーを見つけていこうということになった。 

メンバー 

( 記 者 発 表

班) 

⚫ ロゴを公募する時の記者発表の開催場所を考えた。 

⚫ 動物園で記者発表をすると話題性がある。ゾウ舎の前やペンギンの前

が、候補に上がった。 

メンバー 

(ＳＮＳ班) 

⚫ プロジェクト名を「(仮)しっちょる周南」とし、Facebook を作る。 

⚫ 市民は SNSに関心がある方、市外は周南市を知っている方で SNSに興

味がある方をターゲットにしている。 

⚫ 目的は、①周南市に愛着をもってもらい、シビックプライドを醸成す

ること、②市民レベルでの発信力を高めていって、インフルエンサー

発信者を増やしていくこと。 

⚫ Facebookグループ機能を使ってグループを作る。ハッシュタグを付け

て、周南のいいところなどを投稿してもらいたい。情報発信講座を SNS

上での広告祭を開催していきたい。 

⚫ 情報発信講座で、特定の個人や団体で市のアピールをしていっても、

予算や人員、継続性の面で PR が限定的になる。市民レベルで情報発

信の量と質を高めていき、周南市全体としての情報発信の量と質を高

めようという講座を開催していきたい。 

⚫ 情報発信力のあるインフルエンサーを講師に、共感が得られる情報発

信の仕方や運営の方法などを学ぶ機会を広く生み出していきたい。 

⚫ 広告祭を開催していきたい。SNS 上で完結させる予定である。講座を

受講したクリエイティブな人たちで構成する、市外の方も含め、周南

市のＰＲ動画や写真などを集めて、審査していく。 

メンバー 

( イ ベ ン ト

班) 

⚫ 集客型とＳＮＳ型で考えるが、結論は出なかった。 

⚫ メンバーからのアイデアを集めて、話し合うことになった。 

メンバー 

( 商 品 開 発

班) 

⚫ 方向性をみんなで共有できない中で、どういうものがいいのかという

ことを話し合った。 

⚫ 食・体験・グッズなどの中で考えていったらどうか。 

⚫ 今あるものを組み合わせていったらどうか、ゼロから創り出すのか、

今あるけど知られてないものもあるのではないかなど、発掘していく

ことも大事になってくる。 

 

次回の予告をして閉会する。 

 


